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ISO/DIS 9001:2015 の改訂の要点は、次の通りです。

今後の改正作業の過程により、その内容の変更が想定されます。
従いまして、現時点では、参考としてのみご理解下さい。
主な変更点

1． ISO規格の制定・改正の統一性

ISOの他の規格（EMS及びISMS等）との整合性及び将来の統合を視野に、規格の要求項番（箇条）の構成が1項～10項に統一されました。

既に発行されたISMS規格も、又EMS規格の項番も1項から10項に統一されました。
今後制定される規格の項番（箇条）構成は全て、同じく10項目になります。
これは、組織のQMS文書（マニュアル等）の構成変更を要求するものではありません。
2． 組織価値の向上
利害関係者及び顧客の満足向上を目的に、組織（企業）活動の成果達成及び組織の価値向上を重視する仕組みを標榜しています。

3． 環境適応性
事業環境の変化に対応し、適応するマネジメントシステムの構築と管理・運用を求めています。
4． リスク対応

リスクの概念（考え方）を取り入れ、リスク対策を重視したプロセスアプローチを求めています。予防処置の概念を拡大し、より環境対応性を向上させる目的です。
DIS原案の数ヶ所（8箇条）にリスク対応を規定しています。今後リスク対応の具体的な方法・程度等が議論されると想定されます。
5． リーダーシップ重視
リーダーシップとリーダーのコミットメント（自らの実証）を重視しています。
6． 規格の要求条項の適用除外

製品及びサービスの適合を確実にする組織の能力又は責任に何らの影響を及ぼさない範囲で除外は可能です。（適用除外を制限する方向です。）
7． 文書化

文書についての要求は、「文書された手順、記録」から「文書化した情報」に変更、文書の管理・利用に、より柔軟性を持たせています。
　　要求の詳細（範囲及び詳細度・具体性等）は今後の課題です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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